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（２）訪問教育
１　対象者

障がいのため通学して教育を受けることが困難な児童又は生徒

２　指導時間

１週の授業時間は６時間とし、１人１回２時間、週３回の訪問指導とする。これを原則に、訪問時間・回数は状況に応じて柔軟に

対応する。

３　指導内容

児童生徒の健康状態に応じて訪問日に登校し、学校で活動をするスクーリングを実施する。

＜指導時間帯の例＞

はじめの会 １３：３０～１３：４５はじめの会

自立活動 １３：４５～１４：３０自立活動

教科学習 １４：３０～１５：１５教科学習

日常生活の指導 １つ選択 日常生活の指導 １つ選択

生活単元学習 生活単元学習

自立活動 自立活動

終わりの会 １５：１５～１５：３０終わりの会
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ど、生徒の実態に応じた指導内容を工夫する。

特別活動

自立活動

合　　計

英語コミュニケーションⅠ外国語

午　後　の　部

週６時間のうち３時間を自立活動に充て、残り３時間は教科学習、日常生活の指導、生活単元学習、自立活動の中から選択させるな


